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この4月から当院に勤務させて頂いている中島です。簡単に自己紹介をしたいと思います。

本年の3月まで、石川県立中央病院の腎臓内科・リウマチ科で勤務していました。名前は、中島昭勝で読

みは『なかしまあきかつ』です。生まれは1958年で、干支は犬です。出身は富山県高岡市伏木で高校卒業

までは、高岡で過ごしました。現在、金沢から高岡まで通勤していますが、高岡の自然、町並みを眺めてい

ると、なんとなく気持ちが落ち着きます。大学は、1976年に信州大学に入学、松本で6年間過ごしました。あ

まり関係ないですが、同じ大学卒業の小平奈緒選手がソウルオリンピックで金メダル（スピードスケート、女

子500ｍ）を獲った時は非常にうれしかったことを覚えています。1982年に大学を卒業して、（旧）金沢大学

第二内科に入局しました。入局後は、腎疾患、リウマチ、膠原病を中心に診療を行ってきました。

これまでの前任地、前々任地の石川県立中央病院、済生会金沢病院では透析の診療、リウマチ、膠原病

の診療に携わってきました。透析医療に関して、当院では非常に多くの透析患者さんがおられますが、これ

からも頑張って透析の診療にあたりたいと思っています。

リウマチの診療に関しては2000年以降、パラダイムシフトと言われるように治療に大きな変革がありま

した。リウマチ、膠原病の診療に関しては、基礎的な学問（免疫学）の進歩が治療に直結します。各種の生物

学的製剤、最近のJAK阻害剤などの出現でリウマチ・膠原病患者さんの治療に大きな恩恵をもたらしました。

微力ではありますが、利用可能な最近の薬剤で患者さんの治療を行いたいと思っています。今後ともどう

かよろしくお願いいたします。

◇ お 知 ら せ ◇

・新型コロナウイルス感染予防のため、

７月１日現在、面会を制限させて頂いております。

※ 面会時間：１４時～１６時 １回２名まで １５分以内

 １８歳以上の同居の方（高校生はご遠慮ください）、キーパーソンのみ

・特定健診が始まりました。期間は１０月３１日までです。

・当院のお盆休みは８月１５日（火）です。

・夏到来！熱中症・脱水症に気をつけましょう！！

【１人あたり】

エネルギー：８７ｋｃａｌ 塩分：０．８ｇ

第６８回透析医学会

Kei先生に褥瘡回診して頂きました

褥瘡とは、一定の場所に一定の外力が加わることで生じる

皮膚損傷の総称です。皮膚のふやけ・摩擦・ズレなど局所的要

因・栄養状態・痩せ・基礎疾患などの様々な要因が絡み合って

発症します。また、創の状態も一人ひとり異なるため、個々に

適した治療が必要となります。

難治褥瘡患者の治療は、自分達の知識だけでは限界があ

り、ケイ先生には皮膚科医の専門的知見から、患者さんの創

に適した軟膏・創傷被覆材の選択と使用方法の指導、外科的

手術の適否の判断をして頂きました。先生からの貴重なアド

バイスを活かし、今後の治癒率向上に繋げていきたいです。

（病棟看護師 坂田 育子）

ところてんの９割以上は水分です。カロリーはほとんどありませんが、

腸内環境を整える食物繊維が含まれています。食物繊維は整腸など

有効な働きをすることから「第六の栄養素」として注目されています。

材料（２人分）

ところてん  ２パック

卵  １個

油    適宜

胡瓜 １／２本

ミニトマト 3個

酢 大さじ1杯

醤油 大さじ１／２杯

砂糖 大さじ１／２杯

ゴマ油 小さじ1杯

白炒りゴマ 適宜

Ａ Ｂ 

＜作り方＞

 ① ところてんはよく水洗いし、水気を切っておく

② 卵は錦糸卵にする（Ａ）

 ③ 胡瓜は千切りにする

④ ミニトマトは半分に切っておく

 ⑤ Ｂを混ぜ合わせて、ところてんにかける

 ⑥ ⑤の上に胡瓜、卵、ミニトマトをのせる

⑦ 白炒りゴマをかける

＜ポイント＞

＊ 冷やして食べると美味しいです！

＊ 付属のタレ（酢醤油）を使えば簡単です！ 

～ ご案内 ～

 糖尿病教室の開催について

第３回 ８月２日（水）  １０：００～

第４回 １０月４日（水）  １０：００～

第５回 １２月６日（水）  １０：００～

第６回 ２月７日（水）  １０：００～

★詳しくは、受付 木町までお問い合わせください。

～ 新任紹介 ～

（４月）

医師

透析センター

 （５月）

病棟

リハビリ

 （６月）

リハビリ

透析センター

～ スタッフ募集 ～
 現在、あさなぎ病院では、病棟正看護師・看護助手

運転手を募集しております。

 お問い合わせは、総務課 長田までお願いいたします。
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あさなぎ病院お花見会

今年３月２９日、３０日の２日間で恒例のお花見を行いました。

古城公園の周りの桜を車窓から眺め、千保川に向かい、バスか

ら降りてお花見を楽しみました。天気も良く、皆さん楽しそうにお

茶を飲んだり、クレープを食べたり、写真を撮ったりしていました。

今でもこの光景が思い出されます。皆さん来年も元気で！頑

張って！お花見に行きましょう！

（運転手 内井 隆之）

2023年6月16日（金）～18日（日）第68回日本透析医学会学術集会

に参加し、当院から「透析ができる人員増加の取り組み」という演題

で発表を行いました。当院は2018年に病棟透析センターを設立し、入

院患者の皆様に日常の環境に近い状態で透析を受けて頂くことが出

来る様になりました。今回の発表は、病棟透析センターでの教育環境

を見直し人員の充実をはかることができたことに関する報告です。

他の施設からは｢透析に関わる人員育成に必要な期間｣に関する質問

があり、当院での教育方法を参考にしたいとの意見をいただきまし

た。今後も教育体制を充実し、皆様に満足していただけるように取り

組んで参ります。
（透析看護師 草山 ひろみ）

６月１６日（金）～１８日（日）の３日間、神戸コンベンションセンターに

て、第６８回日本透析医学会学術集会・総会に参加させていただき

ました。今回は新型コロナウイルス感染症が５類に移行してからの

学会で、約２万人以上の参加人数となり、例年通り賑わいのある学

会でした。日本では高齢透析患者の増加に伴い、透析困難症の患

者も増えると懸念されています。そのため学会では、高齢透析患者

にとって易しく安全に透析が受けられるように、ダイアライザーや

透析治療方法、透析液組成に関する

発表が多くあり、最先端の透析医療

を学ばせていただきました。

学会で得た知識を活かして、今後

も患者様により良い透析治療と日常

生活が送れるよう日々精進していき

たいと思います。

（臨床工学技士 主任 安元 尚由）

黒田格先生のボスであるＮ・Ｙ州アップステート大学総合

診療医、ベイリー先生が名古屋での日本プライマリー学会

講演に招聘され来日した際に、あさなぎ病院にも寄って下

さいました。当院のような入院できる小回りのきく小さな施

設はアメリカには無く、検査もＣＴはじめすぐに施行できる

ことに驚かれ、さらに地域に役立つようしっかりと継続して

下さいと励まして頂き、身の引き締まる想いでした。

＜受付医事課の制服を着た皆さんをみて、キュート!!と連発

しておられました。うれしくなっちゃいますね。＞
（医師 黒田 美子）

Ｄｒ Ｂａｉｌｅｙ５月１７日来訪！

作業療法士のお仕事

こんにちは。６月からあさなぎ病院で働くこととなりました、作

業療法士の端と申します。このあさなぎ病院では作業療法士の採

用は初めてということで私自身、緊張しています。作業療法士と

は心身に障害を持つ方に対して、「こころ」と「からだ」のリハビリ

テーションを行う専門職です。着替えやトイレ動作などのセルフケ

アから、仕事、趣味までのあらゆる活動を通じてリハビリを行う「作

業療法」で患者さんがその人らしい生活を送ることができるよう

にサポートします。

まだまだ仕事に慣れておらず、不慣れなことが多いですが、で

きるだけ早く患者さんのために頑張りたいと思いますのでよろし

くお願いします。
（作業療法士 端 翔平）


